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山本　　標本画像検索システムの民博への導入

標 本画像検索 システ ムの民博 への導入

山 本 泰 則*

要 旨

　 　 民博一IBM共 同研究 で構築 した標 本画像 検索試 験 システ ムを民博 の コン ピュー

　 ターシステムに導入す るにあた って,こ の画像検索 シス テムの移植 の観点か ら見た構

　 造 ・機構の概要,導 入方針,実 現結果,民 博 での展開について述べ る。 また,民 博の

　コンピューター 環境におけるこの システムの評価 ・問題点について考察する。

1　 は じめに

　本稿で述べる標本画像検索システムは,国 立民族学博物館(略 称:民 博)と 日本ア

イ ・ピー ・エム(株)東京基礎研究所(略 称:TRL)の 間でおこなわれた共同研究(以

下,民 博一IBM共 同研究と呼ぶ)の 主要な成果であ り,民 博の所有する標本画像を

対象とした 「民族学研究用画像検索システム」である。 この画像検索システムは,は

じめTRLのコンピューター 上に実現されたが,最 終的なユーザーである民博の研究

者にひろく意見を求めるため,作 成過程の初期段階から民博のコンピューター へも移

植された。民博の研究者の意見はす ぐにシステムの設計仕様にフィー ドバ ックされ,

改良された新バージョン が完成するたびに民博へ移植され,民 族学研究者の評価を受

けた。結局,共 同研究が終わるまでに,5つ の・ミージョンが民博に移植された。

　 この検索システムは,共 同研究の課程で構築 した試験 システムであるので,最 終

バージョンでも完全な実用システムとはいえない。たとえば,こ のシステムに蓄積で

きるデータの数は高々5万 件程度であるし,こ のシステムのデータ管理方法では,

データ件数が増えるにしたがって,デ ータの検索時間は相当長 くなることが予想され

る。標本画像に限ったとしても,民 博が所有す る約19万 件のデータ全部を蓄積するこ

とはとうていできない。しかし,扱 えるデータ量 と検索の遅さを除いては,実 用 レベ

ルの使用に耐えうる完成度をもつシステムであ り,と くに検索条件の入力の容易さや

画像情報と文字情報を表示する方法の連係のよさについては,現 在民博で稼働 してい

るどの検索システムよりもす ぐれたユーザーインターフェースを備えている。そのた
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めに,共 同研究終了後も民博のコンピューター 上に残 し,民 博内外の多くの民族学研

究者に使 ってもらい評価を受けることになった。いろいろな研究者の意見は,現 在民

博で構築 しつつある画像データベース群の設計におおいに役立つに違いない。

　共同研究の成果は,標 本画像検索 システムだけではない。仮面の画像を色から検索

する実験 システム,籠 の画像を2次 元的な形をキーとして検索する実験システム,

HRAFの 文化項 目分類(OCM)コ ー ドをコンピューター のディスプレイ上でマルチ

ウィンドウをもちいて概覧できる実験 システムがあるが,こ の標本画像検索 システム

は,も っとも完成度の高い実験 システムである。

　TRLと 民博はともにVM/CMSを オペ レーティングシステムとする同系列の汎用

大型 コンピューターをもちいているため,こ の画像検索システムを民博に移植するこ

とは本質的に困難なことではない。 しか し,両 者はハー ドウェア環境およびソフトウ

ェア環境がまったく同じであるわけではなく,利 用の前提や利用者の予備知識 も異な

っているので,単 純にプログラムとデータを移せぽすむ問題でもなかった。

　本稿では,TRLで 実現された標本画像検索 システムを,民 博のコンピューター シ

ステム環境とユーザーにあわせて,ど のように移植したかについて述べる。 まずはじ

めに,標 本画像検索試験 システムの概要について,TRLで の実現事例にもとついて

紹介す る。つぎに,民 博のコンピューターシステムの現状 と,民 博へ移植するにあた

っての基本方針,民 博での実現事例と問題点について述べる。最後に,民 博に移植 し

たこの画像検索システムを民博の研究者が利用 したときの評価 と問題点について議論

する。

2　 標 本画像検索 システムCIRES

　 この節 で は,民 博 一IBM共 同研 究 で構 築 した 標本 画 像 検 索 シス テ ム(αRE5:Color

Image　 Retrieva1　System　 for　Ethnological　 Studies)の 機 能 と構 成 に つ い て,シ ス テ ムイ

ンス トール の 観点 か ら,TRLで の 実 現 事 例 に も とつ い て,簡 単 に 説 明 す る。 詳 し く

は,文 献1佐 藤 他 　 1987】 を参 照 の こ と。

2.l　 CIRESの 特徴

　CIRESは,民 博の標本画像を対象とした画像検索システムであ り,つ ぎのような

特徴をもつ。
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1.文 字 列 や 数値 を 検 索 条 件 と して 与 え る こ とに よ り,そ の条 件 をみ た す 標 本 の 画

　 像 お よび 計 測 値,標 本情 報 カ ー ドの文 字 情 報 を 検索 ・表 示 す る こ とが で き る。

2.文 字 ・数 値 情 報 を キ ー と した 検 索 だ け で な く,検 索 した標 本 の 画像 や 情 報 カ ー

　 ドを,内 容 を 見 な が ら手 作 業 で 分 類 ・整 理 し,そ の結 果 をコンピューター 上 に

　 実 現 した 「電 子 フ ォル ダー」 に保存 して お くこ とが で きる。

3.大 型コンピューター とパ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ ーを組 み 合 せ た シス テ ム(マ イ

　 ク ロメイン フ レー ムリンク)で あ るが,シ ス テ ムへ の 指 示 は す べ て パ ー ソナル

　コンピューター を 通 し て与 え る こ とが で き る。 パ ー ソナ ルコンピューター の

　 ユ ーザ ーインターフェース は マ ル チ ウ ィ ン ドウ とマ ウス を も ちい て,キ ー ボ ー

　 ドの使 用 を最 小 限 に お さえ て い る。

2.2　 1BM東 京 基 礎 研 究 所(TRL)に お け る シ ス テ ム

　 CIRESの 具 体 的 な設 計 と実 現 は 共 同研 究 のIBM側 メ ソバ ーを 中心 に お こな わ れ た

ため,は じめTRLの コ ン ピ ュー タ ー上 に実 現 され た 。 こ こで は,　CIRESの 民博 へ の

導 入 の前 提 と して,ま ずTRLに お け る シス テ ムに つ い て述 べ る。

　 CIRESは,大 型 コ ン ピ ュー タ ー(メイン フ レー ム ま た は ホ ス ト)と パ ー ソナ ル コ

ソ ピ ュー タ ー(PC)を 組 み 合せ た垂 直分 散 シス テ ムで あ る(図1)。

2.2.1ハ ー ド ウ エ ア 構 成

CIRESの ハ ー ド ウ ェ ア は,

1.汎 用 大 型 コ ン ピ ュー ター 　IBM3081

2.グ ラ フ ィ ックス デ ィス プ レ イ5080

　 解 像 度:1024×1024,表 示 色:4096色 中256色 を 同時 表 示 可 能。

3.追 記 型 光 デ ィス クSONY　 WDD-3000

　 記 憶 容 量1.6ギ ガパ イ ト/面,両 面 書 き込 み 可能 。

4.パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー ターmM5560

　 CPU:80286,メ モ リー:640キ ロバ イ ト,ハ ー ドデ ィス ク:20メ ガパ イ ト,

　 RAMデ ィス ク:1メ ガバ イ ト,デ ィス プ レイ の解 像 度:1024×768;表 示 色:

　 64色 中16色 を 同時 表 示 可能 。

か らな る。
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図1　 標 本画像検索 システムCIRES(日 本IBM東 京基礎研究所での実現)

2.2.2　 デ ー タ の構 成

　 CIRESで もち い る デ ー タをつ ぎ にあ げ る。
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1.高 解像 度 画 像 デ ー タ

　 グ ラ フ ィ ッ クス デ ィス プ レイ5080に 表 示 す るた め の 標 本 の デ ィ ジ タ ル 画 像 。1

　 標 本 に つ き,画 素 数 の 異 な る カ ラ ー また は モ ノ ク ロ の合 計6種 類 の 画 像 が あ

　 る1)。 これ らは,す べ て 光 デ ィス クに蓄 え られ る。 デ ー タ量 は1標 本 あ た り約

　 1.2メ ガバ イ ト。

2.簡 略 画 像 デ ー タ

　 PCで 表示 す るた め の 画 像 デ ー タ。 画 素 数128×128,表 示 色16。 これ は,大 型 コ

　 ン ピ ュー タ ー3081の 磁 気 デ ィス クに 全 画像 が1つ の フ ァイ ル と して 蓄 え られ る。

　 デ ー タ量 は1標 本 あ た り約1.5キ ロバ イ ト。

3.属 性 デ ー タ

　 各 標 本 に つ い て の,情 報 カ ー ドの 文 字 デ ー タ と大 き さ ・重 量 の 数 値 デ ー タ。

　 3081の 磁 気 デ ィス クに蓄 え られ,関 係 型 デ ー タ ベ ー ス と して管 理 され る。 こ の

　 中 には,試 験 的 に付 加 したHRAF/OCMコ ー ドも含 まれ る。 デ ー タ量 は1標 本

　 あた り約700バ イ ト。

4.画 像 管 理 デ ー タ

　 各標 本 に つ い て の 高 解 像 度 画 像 お よび簡 略 画 像 の所 在 情報(光 デ ィス ク ま た は

　 磁 気 デ ィス ク上 の ア ドレス)。 属 性 デ ー タ と同様 に3081の デ ータ ベ ース と して蓄

　 え られ る2)。

5.PC上 の 個 人デ ー タ

　 検索 した標 本 の 画 像 お よび 文字 ・数 値 情 報 を 見 るた め に,ユ ーザ ーがPCに ダ

　 ウ ソ ロー ドした デ ー タ。 電 子 化 した情 報 カ ー ドの集 合 と して,'PCの 磁 気 デ ィス

　 クに 全 体 が1つ の フ ァイ ル と して蓄 え られ る 。 デ ー タ量 は,1標 本 あ た り約2

　 キ ロバ イ ト。

2.2.3　 ソ フ トウ ェア構 成

　 CIRESの ソ フ トウ ェア は,以 下 の よ うな構 成 要 素 か らな る。

1.5080ド ライ バー

　 グ ラ フ ィ ッ クス デ ィス プ レイ5080を 制御 す る。 デ ー タ ベ ー ス マ ネ ー ジ ャー を 経

　 由 してPCか ら送 られ て くる 「5080画 像表 示 要 求 」 を つ ね に 監 視 し,要 求 に 応

1)本 書 「画像 データーの蓄積」表2参 照。

2)本 書 「属性情報を用 いた標本検索」参照。
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　 じて 高 解 像 度 画 像 を5080に 表 示 す る。 画像 デ ー タは 光 デ ィス ク ドライバ ーに要

　 求す る。

2.光 デ ィス ク ドラ イバ ー

　 光 デ ィス クを 制 御 す る。5080ド ライバ ー の 要 求 に 応 じて,表 示 す べ き画 像 デ ー

　 タを5080ド ライバ ーに渡 す 。

3.デ ー タ ベー ス マ ネー ジ ャー

　 大型コンピューター 側 の ソ フ トウ ェア全 体 を統 合 す る働 きを す る。PCか ら の検

　 索要 求 を受 け,デ ー タベ ー ろを 検 索 し,結 果 を受 け 取 り,PCヘダウン ロー ドす

　 る。 また,PCか ら5080へ の画 豫 表 示 要 求 を受 け 付 け る。 さ らに,　PC表 示 用 の

　 簡 略 画像 を フ ァイル と して蓄 え,要 求 に 応 じてPCヘ ダ ウ ン ロー ドす る。　PCと

　 の 通 信 お よび デ ー タ転送 は,こ の プ ログ ラ ムが担 当す る。

以 上3つ の プ ロ グラ ムは,3081上 の オ ペ レー テ ィ ン グ シス テ ムVM/CMSの も とで,

そ れ ぞれ が1つ の 仮 想 計 算 機(VM)と して 稼 働 して い る。　VM間 の デ ー タの 受 け 渡

しは,メ モ リー間 転 送 を もち い て い る。 デ ー タベ ース はSQL/DSで 管 理 して い る。

4.PCの アプ リケー シ ョンプ ロゲ ラ ム

　 マ ル チウィンドウ とマ ウス を もち い た ユ ー ザ ー イ ンタ ー フ ェ ース を 実 現 す る。

　 また,ダ ウ ン ロー ドした標 本 の デ ー タ管 理 を担 当す る。 ホ ス トコンピューター

　 へ の 指 示 は,す べ てPCを 通 して な され る。

PCの プ ログ ラ ムはMS・DOSナ ペ レー テ ィ ソグ シ ステ ムの も とで稼 働 して い る。　PC

と3081間 の 通信 に は,PC-VM　 BONDを も ち い て い る。　PC-VM　 BONDは,　 CMSの

フ ァイ ル上 にMS-DOSの 仮 想 デ ィス ク機 能 を実 現 し,ま たVM/CMS上 の プ ロ グ ラ

ムの実 行 をPCか ら指 示 す る機 能 を もつIIBM　 1986b】。

3民 博への移植

　は じめTRLで 構築された標本画像検索 システムCIRESは,民 博の研究者の評価

を受けるため民博のコンピューター システムにも移植された。TRLと 民博では,同

系列のハー ドウェア上の同じオペ レーティソグシステムのもとで大型コンピューター

を利用しているため,CIRESを 移植するときの根本的な障害はない。 しか し,・・一

ドウェア構成に微妙な違いがあ り,利 用形態にも民博特有の事情があるため,TRL
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で構築 した プログラムとデータを単純に民博へ移せば解決する問題ぽか りではない。

また,対 象 とするユーザーは,コンピューター の専門知識をもたない民族学研究者で

あることも考慮 しなければならない。この節では,CIRESを 民博のコンピューター

システムに移植する場合にかかわる諸問題 とその解決策について,技 術的側面 と運用

面から議論す る。

3.1　 民 博 の コ ン ピ ュ ー タ ー シ ス テ ム

　 まず,民 博 の大 型 コ ン ピ ュ ータ ー シス テ ム の概 要 に つ い て,CIRESの 移植 に 関 係

す る部 分 を 中心 に述 づ る。

3.1.1　 ハ ー ドゥ ェァi環境

　 図2は 民 博 の 大 型 コ ン ピ ュ ー タ ー(ホ ス トコ ン ピL一 タ ー)IBM3090の 主 な ハ ー

ドウ ェア構 成 を表 して い る。3090は,メ モ リー:64メ ガバ イ ト,磁 気 デ ィス クの 容量:

45ギ ガバ イ トを もつ 。 約130台 の端 末 が この シ ス テ ムに つ な が って お り,民 博 館 内 の

各 所 か ら シ ス テ ムを 利 用 で きる。 また,グ ラ フ ィ ッ クス デ ィ ス プ レイ5080が3090の

デ ー タ チ ャ ネル に接 続 され て い る。

3.1.2　 ソフ トウ ェア環 境

　 図3は ホ ス トコンピューター の ソフ トウ ェア環 境 を示 して い る。 オペ レーテ ィ ソ グ

シス テ ムは,VM/SP。 そ の も とで,　CMSが 稼 働 してお り,研 究者 をは じめ とす る民

博 の職 員 が 個 別 の情 報 処 理 の た め に 利 用 して い る。 また,1つ のVMと して,オ ペ

レー テ ィ ソ グ シス テ ムMVS/SPが 稼 働 して い る。　MVS下 は,　CICS,　 TSO,バ ッチ

ジ ョブ の領 域 お よびVTAMに 分 れ て い る。　CICSの も とで は,総 計 約500万 件 に お よ

ぶ 民 族 学 研 究 用 デ ー タ ベ ー ス を管 理 す るた め にSTAIRSが,ま た,図 書 ・標 本 ・映

像音 響 資 料 の収 集 ・保 存 を 管理 す るた め に,民 博 で独 自に 開 発 した管 理 シス テ ムが 稼

働 して い る。TSOは 主 に シス テ ム メイ ンテ ナ ンス の た め に 利 用 され て い る。　VTAM

は 端 末 の通 信 制 御 のた め の ソ フ トウ ェアで あ る。

3.1.3端 末(パ ー ソナ ルコンピューター)環 境

　 ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ ーに接 続 され て い る端 末 に は,専 用 端 末 とIBM5550系 のパ ー

ソナ ルコンピューター が あ る。 現 在,研 究 者 の個 室 に は,合 計 約30台 の5540/K型

パ ー ソナ ルコンピューター が端 末 と して 設 置 され て お り
,研 究 者 は 自分 の研 究 室 か ら
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メイ ンシス テム

　　　　　　　　　図2　 国立民族学博物館 の大型 コンピューター システム

　　　　　　　　　　　　 (ハー ドウェア構成一部分,1987年4月 現在)

ホ ス トコ ン ピ ュ ータ ーを利 用 す る こ とが で き る。研 究 者 は 主 と してSTAIRSに よ る

情 報 検 索 を利 用 す る こ とが 多 い た め,こ れ ら の端 末 の ほ と ん どはMVS/VTAMの 管

理 下 に 置か れ て い る。 そ の た めVM/CMSを 利 用 す る には,　MVS/VTAM-VM/VTAM

間 の通 信 機 能 を もち い る必 要 が あ る。

　 5540/Kは,CPU:80286,メ モ リー:640キ ロバ イ ト,拡 張 メモ リー:384キ ロバ

イ ト,デ ィス プ レイ の解 像 度:1024×768;表 示 色:64色 中 同 時表 示16色,・ ・一 ドデ

ィス ク:20メ ガバ イ トで 構 成 され て い る。
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図3　 国立 民 族 学 博 物 館 の 大型 コ ン ピュ　一一タ ー シス テ ム(ソ フ トウ ェア構 成)

3.2　 移植 の基本 方針

　以上のような民博のコンピューターシステムの環境を考慮 して,つ ぎのような方針

でCIRESを 民博に移植することにした。

　1.研 究者個室の端末からの利用を主とする。

これは,研 究者が自分の都合のよいときにいつでも手軽に使えるような環境をできる

かぎり提供するためである。このことは,民 博の情報検索システムの最終目標の1つ

でもある。 したがって,複 数のL一 ザーが同時にCIRESを 使用する場合がある。

　2.利 用対象となるデータは,標 本の簡略画像と情報カー ドの文字 ・数値データを

　　 中心にす る。

CIRESで 高解像度画像を見るためには専用のディスプレイ5080が 必要であるが,

5080を 端末のある各研究室に配置するのは,民 博のもつ台数の うえからも不可能であ

るし,ま た5080を 置く研究室内のスペースを考えても,現 実的ではない。そこで,

　 3.標 本の高解像度画像の表示を含めたCIRESの 全機能は,デ ィスプレイ5080を 計

　　 算機室または情報解析実験室に置き,そ こで共同利用する。

という方針をとった。

　 4.CIRES利 用にあたっての設定手順は,で きるだけ簡単にする。
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図4　 端末の メニ ュー画面

CIRESを 利用す るためには,毎 回使い始める前にホス ト側 と端末であるPC側 の両

方で一連の初期設定操作が必要であるが,利 用者がコンピューターの専門知識をもた

ない民族学研究者であることを考慮 して,設 定手順はできるだけ簡略化する。最終的

には,民 博の端末でふつ う利用 しているメニュー画面(図4)か らCIRESを 起動で

きるようにする。

3.3民 博 で のCIRESの 実 現

　 以上 の方 針 に も とつ い て,CIRESを 民 博 の コ ン ピ ュー タ ーに 移植 した(図5)。 そ

の結 果 を,TRLで の実 現 との違 い を 中心 に 以 下 に 述べ る。

　 1.高 解 像 度 画 像 デ ー タ を蓄 積 す るた め の光 デ ィス クは もち い なか った。

高 解 豫 度 画 像 デ ー タは,5080ド ライ7〈・一 が 走 るVMの 磁 気 デ ィス クに,1画 像 一1

CMSフ ァイ ル と して 蓄 え,管 理 した。 そ の 結 果,光 デ ィス ク ドライ バ ーを 省 略 した 。

光 デ ィス クを もち い な か った 理 由は つ ぎの とお りであ る。 この共 同 研 究 で もち いた 光

デ ィス クシ ス テ ムSONY　 WDD-3000で は 蓄 積 容量 が十 分 で な く,　CIRESの 試 験 デ ー

タ の画 像 を す べ て デ ィス クの 片 面 に 蓄 え る こ とが で きな い。 また,多 数 の光 デ ィス ク
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図5標 本画像検索 システムCIRES(国 立民族学博物館 での実現)

215



国立民族学博物館研究報告別冊　　17号

を収納 し光ディスクを高速に切 り替えて読み書きできるオー トチ ェンジャーも,使 用

に耐えうる性能のものはなかった。そのため,5080に 表示する画像の選択のしかたに

よっては手動で光ディスクを裏返 した り交換 した りすることにな り,許 容できる応答

時間内に画像を表示することができないと判断 したためである。

　なお,全 画像を磁気ディスクに置いた場合,ホ ス トコンピューターの磁気ディスク

の領域をかなり占有 し他の利用に支障があるので,通 常は一部の高解像度画像データ

のみを磁気ディスクに置いて主にデモ用として利用 し,必 要に応 じて画像を追加する

ことにした。

図6CIRESデ ー タベ ース マ ネ ー ジ ャ ーに お け る資 源 の共 有
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2.デ ー タベ ー ス マ ネ ー ジ ャー下 に あ る デ ー タ とプ ロ グ ラ ムを,共 有 で き る もの と

　 個 々 の ユ ーザ ーが所 有 す べ き もの に分 離 した 。

具 体 的 に は,共 有 可 能 な,属 性 デ ー タお よび画 像 管 理 用 デ ー タベ ー ス,デ ータ ベ ー ス

検 索 プ ログ ラ ム,PC表 示 用 簡 略 画 像 デ ー タを 専 用 のVMを 設 け て そ の デ ィス クに置

き,各 ユ ー ザ ー は それ をRead　 Onlyで 共 有 す る。 また,各 ユ ーザ ー ご とに 内 容 の 異

な る デ ー タ,つ ま りデ ー タベ ー ス検索 要 求 や 検 索結 果 をPCと 受 け渡 しす るた め の領

域 は,各 ユ ーザ ーVMの デ ィス クに置 い た(図6)。

3.PC側 は,　TRLのPCに あ ったRAMデ ィス クは もち い なか った。

これ は 単 に,研 究 室 の5540¢1拡 張 メモ リに は,RAMデ ィス ク と して利 用す る だけ の

容 量 が なか った こ とに よる。RAMデ ィス クは,本 来PC側 のCIRESプ ロ グ ラム で

作 業 用 フ ォル ダーを 割 り当 て て使 用 す る。 そ の作 業 用 フ ォル ダ ーを,ホ ス トの デ ー タ

のダウン ロ ー ド先 に指 定 した り情報 フ ォル ダ ー間 の集 合 演 算 に もち い る と,処 理 時 間

が よ り短 縮 され る が,な くて も シス テ ムの 使 い勝 手 に大 き な影 響 は な い と思 わ れ る。

4.CIRES使 用 開始 時 の ホ ス ト側 とPC側 の設 定 作業 をPCに コマ ソ ドを1つ 入 れ

.る だ け でで き る よ うに した 。

この た あ,ホ ス トーPC間 通 信 の ソフ トウ ェア であ るPC-VM　 BONDの 自動ログイン

機 能 を 利 用 した。 この 結 果,民 博 のPC端 末 で もち いて い る メ ニ ュー画 面 を選 択 す る

だ け でCIRESが 利用 可能 な状 態 に な る。3.1.3で 述 べ た よ うに研 究 者個 室 のPCか ら

vM/cMsを ア ク セ スす る には,　Mvs/vTAM-vM/vTAM間 通 信 を利 用 す る必 要 が

あ り,ログイン まで の手 続 きがVMに 直 結 した 端 末 を利 用 す る場 合 と多少 異 な るが,

PC-VM　 BONDの 自動ログイン 機 能 は 問題 な く使 用 で きた。

4民 博 に移植 したCIRESシ ス テムの評価 と問題点

　 まず は じめに,CIRESの 成 功 した 点 を あげ よ う。

　 第1に,民 博 で い ま まで 構 築 した情 報 検 索 シ ス テ ムの 中 で,CIRESは 画 像 情 報 と

文 字 ・数 値 情報 を もっ とも うま く統 合 した シ ス テ ムで あ る。 民 博館 内に おい て も,標

本 ライ ブ ラ リー シス テ ムや,HRAFス リ ップを 電 子 フ ァイ ル に蓄 え た検 索 シス テ ム

で,こ れ ら2種 類 の 情 報 の 統 合 が 試 み ら れ て き た1杉 田 　 1987,1992】 。 し か し ・
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CIRESほ ど一 貫 した方 法 で扱 うこ とに は 成功 して い な か った 。 また,ホ ス トコ ソ ピ

ュー タ ー の資 源 の制 御 を完 全 にPCか らお こな え る よ うに した こ ともた い へ ん重 要 で

あ る。 民 族 学研 究者 が コン ピ ュータ ーを使 う現 場 に数 年 間接 して きた 経験 か らいえ ば,

PCを 単 独 の コ ン ピュ ー タ ー と して使 う と同時 に,ホ ス トコンピューター の端 末 エ ミ

ュ レー タ ーに 切 り替 え て ホ ス トコンピューター へ 指 示 を 与 え る とい う方 法 に,コ ソ ピ

ュー タ ーの内部 動 作 に不 案 内 な エ ン ドユ ーザ ーは,し ば しば混 乱 して きた と思 われ る。

CIRESが この2つ の操 作 を一 本 化 し,す べ て の操 作 を完 全 にPCか らお こな え る よ

うに した意 義 は 大 きい。

　 つ ぎ に,大 型コンピューター とPCに よる分 散 シス テ ム と して の設 計 で あ る。 民博

が 所 蔵 す る膨 大 な 情 報 を 首 尾 一 貫 し て扱 うた め に は,い ま の と ころ 大 型 コ ソ ピ ュ ー

タ ーで一 括 して管 理 す るのが 適 してい る。一 方,研 究 者 は,自 分 の個 室 で じっ く りと

落 ち着 い て コ ン ピュ ー ター シス テ ムを 知 的生 産 に役 立 てた い と望 ん で い る者 が 多 く,

そ の た め に は比 較 的 安価 な小 型コンピューター を数 多 くそ ろえ る こ とが必 要 で あ る。

マイ ク ロメイン フ レー ムリンク とい うCIRESの 設 計方 針 は,こ の両 方 の条 件 を み た

す こ とが で きた。

　 第3に,マ ル チウィンドウ とマ ウスを もち い た ユ ー ザ ーインターフェース を 採 用 し

た こ とで あ る。 そ の結果,ユ ーザ ーは デ ー タベ ース の検 索 条 件 を 入 力 す る以 外 は キ ー

ボ ー ドに ほ とん ど触 れ る こ とな く,す べ て の 操 作 を マ ウス で お こな うこ とが で き る。

オ ーノミー ラ ッ ピ ソグ可 能 な マ ル チ ウ ィ ン ドウに よ り,狭 い デ ィス プ レイ 画面 を有 効 に

利 用 で き,ユ ー ザ ーは,標 本写 真 を貼 った 標 本 情 報 カー ドを机 の上 に広 げ て い る よ う

な感 覚 で,デ ィス プ レイ に表 示 され た情 報 を 操 作 す る こ とが で き る。 この よ うなイ ン

タ ー フ ェ ース はStarやMacintoshで す で に利 用 され て い るが,画 像 の よ うな カ ラ ー

の ビ ッ トイ メ ー ジ も扱 え るMS-DOS上 の マ ル チウィンドウ シス テ ムを 独 自に 開 発 し

た こ と も重要 で あ る。

　 一 方,問 題 点 と しては つ ぎの よ うな ものが 指 摘 で き る。

　 まず 第1に,検 索 対 象 とな る全 標本 の高 解 像 度 画 像 をオンライン で ア クセ ス で き る

よ うな 大 容 量 の デ ー タ蓄 積 装 置 が な い こ とであ る。 この 問題 につ いて は ハ ー ドウ ェア

の技 術 進 歩 が 解 決 の鍵 に な る。 そ れ までは,高 解 像 度 画像 の利 用 は か な り制 限 され た

ものに な るで あ ろ う。

　 第2に,属 性 デ ー タを 管 理 して い るデ ー タベ ー ス シス テ ムの問 題 で あ る。 今 回 の シ

ス テ ム ではSQL/DSを もち い た が,検 索 条 件 の文 字 列 の検 索 に部 分 列 マ ッチ γグを

と って い るた め,デ ー タ件 数 が 増 え るの に比 例 して 検 索 時 間 が長 くな る。 一 方,民 博
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のもつ多 くの文字情報データベースを管理 しているSTAIRSは,蓄 えた情報のすべ

ての単語への索引をもっているため,検 索は速いが他のプログラムと協調する機能に

欠けている。

　第3に,ホ ス トーPC間 の通信速度の問題である。現 システムはホス ト端末間は通

信制御装置 を介 して同軸 ケーブルで接続 してい るため,通 信速度 は実測値 で

20000～22000ビ ット/秒 程度である。これは,ホ ス トーPC間 で制御情報をや り取 り

す るには十分な速さであるが,画 像データをPCに ダウンロー ドするには遅す ぎる。

また今回使用したPC-VM　 BONDは 通信のオーパーヘ ッドが大きく,最 適な選択 と

はいえない。ホス トーPC間 の通信にもLANを 導入し,よ り高速の通信ソフ トウェ

アを採用する必要がある。

　第4に,端 末の近 くで,検 索結果のハー ドコピーをとる機能が必要である。現在の

コンピューターの技術 レベルと研究環境を考えたとき,仕 事をディスプレイの中だけ

で完結させることはかな り困難である。検索結果のハー ドコピーをとり,机 の上に広

げて一覧することは,狭 いディスプレイの中にマルチウィンドウで何重にも重なった

表示を見るのを補 う操作性の よさがある。机の上に広げたハー ドコピーは,一 種の

「マルチディスプレイ」である。さらに,検 索結果を論文に引用 した り,別 の個人用

データベースのための入力データとして利用する便を考えるならば,検 索結果をPC

のテキス トファイルに変換する機能も必要である。

　 第5に,ユ ーザーのマルチウィン ドウーマウスに対する慣れの問題である。民博の

何人かの研究者にCIRESの 使い方を直接説明する機会があったが,マ ウスの操作に

対するとまどいが多 くの人に見 られた。マウスは,い わばディスプレイの中の電子的

な 「手」であ り,対 象を直接操作できるとい う点で,キ ーボー ドよりす ぐれたもので

ある。 しかし,タ イプライターやワー ドプロセッサーでキーボー ドに親 しんでいる民

博の研究者にとっても,マ ウスはまだ目新 しい入力手段のようである。自分の手先の

ように自由に使いこなせるようになるには,習 熟期間がしぼらく必要であろう。

　 最後に,PC端 末で表示できる色数の少なさがあげられる。このシステムでもちい

たPC端 末で同時に表示できる色はわずか16色 であるので,同 系統の微妙な色の差を

もつ,た とえばアフリカの仮面のような標本画像では,画 像の内容を識別することさ

えできないものがあった。画像の識別は,画 素数 よりも1画 素を表現する色数に依存

する場合が多い。民博の所蔵するあらゆる種類の標本を検索の対象とするならば,簡

易画像を表示する端末側にも表示色数を増やす必要があるだろう。そ うすれば,手 近

に高解像度ディスプレイがなくても,PC端 末上の画像は求める標本を探すイ ソデッ
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クスとして十分機能すると思われる。

5　むすび

　本稿では,民 博一IBM共 同研究の中で構築 された標本画像検索試験 システム

CIRESの 民博への導入について述べた。　TRLで 構築されたCIRESの 概要,民 博の

コンピューター環境について説明し,CIRESを 民博に導入するにあたっての技術的,

運用面の諸問題 と解決策および導入したCIRESの 評価について論 じた。

　CIRESの 成果はさらに改良されて,1988年 に民博へ導入された写真 ・スライ ドの

画像データベース 「映像資料 ライブラ リーシステム」に直接生かされている 【中川

他　19911。 このシステムでは,高 解像度画像のオンライン 蓄積媒体の問題は未解決

であるが,端 末 としてはIBM　 PS/55が もちいられ,表 示できる簡略画像の画素数 と

表示色数が増え,端 末で見る画像もより高画質になった。

　今後の民博で構築される画像データベースには,CIRESで 組み込まれ実証 された

多 くのアイデアが取 り入れられると思われる。今後解決すべき課題 としては,民 博の

もつ民族学研究のための全情報を蓄積できるような大規模オンライン 蓄積媒体の問

題;画 像を送るのに十分高速なネットワークの問題;文 字データ検索のためのシソー

ラスの構築の問題;よ り分散 した環境でのデータベース設計の問題 すなわち,画 像

や文字 ・数値情報の蓄積 ・検索を担当するデータベースサーバーが複数存在 し,そ れ

に対 していろいろな種類のコンピューターから検索を要求することができ,か つ全体

としてうまく稼働するようなシステムの設計の問題;な どがある。

　最後に,こ れは情報 システムの問題ではないが,情 報検索システムの善し悪 しは,

最終的には蓄積されるデータの品質に依存する。正確なデータをできるだけ効率よく

データベースに入力するための,人 を含めたよりよいシステムづくりが望まれる。
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